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患者協働的アプローチによる
薬局利用者から薬剤師への質問促進リストの開発

慶應義塾大学薬学部　調査・研究　実施者氏名　　早川　雅代

【要旨】

本研究では、薬局利用者と薬剤師とのコミュニケーションを促進するツールとして、「患者から
薬剤師への質問リスト（Question Prompt List to Pharmacist：QPLP）」を、修正デルファイ法
を用いた患者協働的アプローチにより開発・評価した。「薬について」「薬の飲みかた・使いかた
について」「生活について」「治療について」「健康情報」の 5 カテゴリーからなる16 の質問となった。
続いて、その活用可能性を調査した。資材全体として、4 割の薬局利用者（患者）および 5 割の
薬剤師から活用への意欲が示され、QPLP は薬局利用者の質問喚起を促す可能性があると考え
られた。また QPLP に関するウェブサイトを作成し、さらなる改善と利活用の基盤を構築した。

　
１、調査・研究目的

薬局において「市販薬、病気や体調について」相談しようと思う人は 2 割に満たないことが報
告されている。1）本研究では、薬局におけるセルフメディケーションの推進のために、薬剤師と薬
局利用者のコミュニケーションの促進を目的とした質問促進リストの開発を目指した。

既存の質問促進リストは主に薬の適正使用に焦点を当てており、薬局利用者が質問したい /
相談したい内容には必ずしも十分に対応していなかった。そこで我々は、これまでに患者の立場
の有識者と協働し、薬剤師への質問促進リスト（Question Prompt List to Pharmacist, QPLP）
の作成を進めてきた。QPLP の作成にあたっては、薬剤師資格をもつ医療薬学研究者 6 名およ
び患者活動の代表経験者 2 名による議論を通じて、患者が受診前に医師への質問を事前に準
備するための質問プロンプトリスト（Question Prompt List, QPL）2-4）を参考に、薬局利用者の
視点に立った質問群を作成した。作成に際しては、患者から薬剤師への質問を促進し、不安、
希望、自分の思いや興味、日常生活の状況などを伝えることにより、薬剤師との良好なコミュニケー
ションを生むことを意図した。さらに、患者の包括的な視点を組み込むために、3 年以上薬を定
期的に使用し、患者活動への参加経験がある 8 名に対してフォーカスグループインタビューを実
施し、その結果を元に QPLP 原案（16 質問）を作成した。

QPLP 原案は、薬に関する事項だけでなく、生活や治療、地域での健康支援など、広範なテー
マを含む全 16 の質問からなり、病気に関する不安や健康情報に対する疑問など、多様な相談
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内容に対応する構成となっている。本研究では、① QPLP 原案の評価・改良を経て QPLP を
完成させること、②薬局利用者および薬剤師を対象とした大規模な調査により、QPLP の活用
可能性を調査すること、③ QPLP のさらなる改善と利活用の基盤を築くことを目的とした。

２、調査・研究方法

2-1　調査・研究方法概要
QPLP の原案に対して、患者 8 名による修正デルファイ法 5）を用いた評価と意見集約により、

QPLP を決定した。次に、QPLP の活用可能性について薬局利用者と薬剤師に調査した。調
査はそれぞれインターネットパネル調査 1000 名および 600 薬局への郵送により実施した。さ
らに、開発した QPLP をウェブサイトにて提供し、改良と普及のサイクル作りに向けて意見を
収集する仕組みを構築した。

2-2　QPLP の評価および決定
患者協働的アプローチとして、3 年以上薬を定期的に使用し、患者活動への参加経験があ

り複数の患者との交流経験を持つ人を修正デルファイ法への参加者として、患者団体のメーリ
ングリストや SNS で広く募集した。先行研究で作成した QPLP 原案（16 質問）への意見を参
加者より収集した。なお、デルファイ法は、専門家の意見収集に用いられ、匿名性を保ち、
専門家が自由に意見を表明できることを特徴とする複数のラウンドにより、専門家のコンセンサ
スが形成できる手法である。本研究では、患者 8 名での 2 回のラウンドをメールにて行った。
ラウンド 1では、原案の各質問に対して薬剤師とのコミュニケーションの向上につながる質問
内容として 5 段階（そう思う～そう思わない）での評価とともに、それぞれを選んだ理由・修正
文案などの自由意見を求めた。ラウンド１の解析結果を参加者にフィードバックし、ラウンド 2
で再度 5 段階での評価を依頼した。

修正デルファイ法の結果をもとに薬剤師資格をもつ医療薬学研究者 6 名および患者活動の
代表経験者 2 名により議論を行い、QPLP を決定した。

2-3　薬局利用者と薬剤師への QPLP の活用可能性調査
2-3-1インターネットパネルによる薬局利用者への活用可能性調査（対象 1000 名）

株式会社楽天インサイトのインターネット疾患パネルにて、スクリーニング調査として、「現
在定期的に通院し薬を処方されている、20 歳以上である、医療系の資格を持っていない、
医療関係の仕事についていない」人を対象として、1000 名にアンケ―ト調査を実施した。
調査期間は、2025 年 3 月 24 日から 3 月 26 日とした。対象者に、次の質問を行った。

① QPLP の資材を使ってみたいと思いますか [ 資材（図 1）を画面に表示 ]
②これまでに 16 問に関することで、困りごとや疑問がありましたか。（はい、いいえ）
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③これまでに16問に関することで、薬剤師に質問をしたことがありますか。 （はい、いいえ）
④ 必要なときに、薬剤師に 16 問の質問（相談）をしてみたいと思いますか。
　（とてもそう思う ややそう思う どちらともいえない あまりそう思わない 全くそう思わない）

2-3-2 薬局への郵送による薬剤師への活用可能性調査（プレ調査 30 軒、本調査 600 軒）
健康サポート薬局に勤務する薬剤師を対象としたアンケート調査を実施した。
プレ調査として、神奈川県のホームページに掲載された「健康サポート薬局一覧」の 263

軒から薬局名が異なる 30 軒を無作為に抽出して郵送にて薬局に勤務する薬剤師全員に協
力を依頼し、Google Form にて回答を得た。調査期間は、2024 年 11 月 26 日から 2024
年 12 月 23 日とした。

厚生労働省が運営するサイト「医療情報ネット（ナビィ）薬局を探す 6」に 2025 年 1 月
29 日時点で健康サポート薬局として登録されていた全国の 3800 軒の薬局の中で、開設者
氏名が異なる1539 軒から無作為に抽出した 600 軒に対し、郵送にて調査依頼した。薬局
に勤務する薬剤師全員に協力を依頼し Google Form にて回答を得た。調査期間は、2025
年 2 月17 日から 3 月 31日とし、3 月10 日にリマインド葉書を郵送した。

① QPLP の資材を使ってみたいと思いますか [ 資材（図 1）を郵送時に同封 ]
②これまでに 16 問に関することで患者さんから質問（相談）を受けたことがありますか？
　（はい、いいえ）
③ 患者さんから16 問に関することで質問（相談）してほしいと思いますか？
　（とてもそう思う ややそう思う どちらともいえない あまりそう思わない 全くそう思わない）

2-4　 QPLP の更なる改善と利活用の基盤の構築
開発した QPLP をウェブサイト上にて提供するとともに、同サイトにて意見収集する仕組み

を構築した。

2-5　倫理指針
本研究は、文部科学省・厚生労働省・経済産業省「人を対象とする生命科学・医学系研究

に関する倫理指針」を遵守し遂行した。研究にあたり、慶應義塾大学薬学部「人を対象とす
る研究倫理委員会」の承認を得て実施した。

• QPLP の評価（修正デルファイ法）（承認番号 : 承 241111-1）
• 薬局利用者への活用可能性調査（承認番号 : 承 250319-3）
• 薬剤師への活用可能性調査（承認番号 : 承 241111-1）

３、調査・研究成果

3-1　 QPLP の評価および決定
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修正デルファイ法への参加者は、8 名でその内 3 名が男性であった。年齢は 30-70 歳台で、
平均 18.4 年間定期的に薬局を使用していた。ラウンド 1 で原案の16 問に 3 問の追加提案が
なされ、ラウンド 2 では、19 問を評価した。「リストに含めない方がよい」と一人でも評価した
質問はリストから除外し、それ以外を採用した。「薬を飲み忘れた時はどうしたらいいですか。」
という質問はラウンド 1で追加提案され、全員一致で追加された。「治療をするうえで、気を
つけることはありますか」と「日 を々過ごしやすくするために、何か自分でできることはありま
すか。」という質問については、「治療を続けながら日 を々過ごしやすくするために、何かでき
ることはありますか。（たとえば、仕事や趣味もしていきたい）」と一つに統合された。デルファ
イ法に参加した患者からは「QPLP は、こんなことを薬剤師に相談してもいいんだ、といった
気づきにつながる。」との意見があった。意見に基づいて薬剤師資格をもつ医療薬学研究者 6
名および患者活動の代表経験者 2 名が議論して質問リストを調整し、QPLP は、「薬について」

「薬の飲みかた・使いかたについて」「生活について」「治療について」「健康情報」の 5 カテゴ
リーからなる16 の質問として完成した。（表 1）質問内容は、薬に関する不安、薬の使いにくさ、
治療中の生活の悩み、治療に関する困りごとなどに加え、健康情報の真偽、地域の健康・運
動関連情報に関するものであった。

作成した QPLP を実用化するため、趣旨説明書とともに印刷可能な電子媒体（PDF 形式）
として資材を作成した。（図 1）

3-2　薬局利用者と薬剤師への QPLP の活用可能性調査

3-2-1インターネットパネルによる薬局利用者への活用可能性調査（対象 1000 名）
参加者背景は、男性 76.9%、平均年齢 60.0 歳、調剤薬局への訪問頻度 1−2 ヶ月に１

回が 70.6%、いつも行く薬局を一つに決めている人が 70.4%、かかりつけ薬剤師がいる人
は 26.5%であった。

QPLP の資材を使ってみたいと思った人（とてもそう思う ややそう思う）は、44.1%であり、
リストがあると聞きやすい、聞きたいことを忘れないといった理由をあげていた。どちらとも
いえないは、37.5%で、聞きたいことがない、必要がないといった理由があがっていた。使っ
てみたいと思わない（あまりそう思わない 全くそう思わない）は、18.4% で、「医師に相談す
るから薬剤師には相談しない」、「面倒だから」といった理由があがっていた。

質問リストの質問別の設問では、これまでに 0.5%-18.4% の人で QPLP に関する困りごと
や疑問があり、0.3-11.7% の人が薬剤師に質問したことがあった。必要なときに、質問して
みたいと回答した人は、8-39.5% であった。質問したい人が 30% 以上であった項目は、多
い順に次の 5 つの質問であった。「#7 この薬と一緒にサプリメント、健康食品、市販薬を使っ
てもいいですか。（たとえば、マルチビタミン、栄養ドリンク、青汁）」、「#3 この薬を使うこ
とに不安があります。効き方や副作用などを詳しく教えてくれますか。」、「#4 薬を飲み忘れ
たとき（使い忘れたとき）はどうすればいいですか。」、「#12 病院やクリニックで言われてよく
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分からなかったことがあります。ここでお聞きしてもいいですか。」、「#1 からだや気持ちに
変化を感じています。薬の影響が考えられますか。」

 
3-2-2 薬局への郵送による薬剤師への活用可能性調査（プレ調査 30 軒、本調査 600 軒）

プレ調査では、30 軒の薬局に調査用紙を郵送し、8 軒（回答率 26.7%）の薬局の薬剤
師 18 名から回答を得た。600 軒の薬局に対する調査を行った場合、160 軒程度の薬局の
回答が得られる可能性があると判断し、本調査を実施した。本調査では、158 薬局（回答
率 26.3%) の薬剤師 185 名からの回答を得た。

本調査の回答者は、男性 49.7%、年齢は、30 − 50 歳台が多く、10 年以上の薬剤師歴
を持つ人が 83.2% であった。薬局のタイプは、10 店舗までのグループ薬局を持つ薬局が
54.1%で、1日平均取扱処方箋数が 41-100 枚の薬局が最も多く58.4%であった。（表 5）

QPLP の資材を使ってみたいと思ったと回答した人（とてもそう思う ややそう思う）は、
54.1% であり、「聞きたくても聞けない人にとって役立つ」、「薬局がただの薬をもらう場所で
はないことがわかってもらえる」といった理由をあげていた。どちらともいえないは、36.8%で、

「患者によって役立つ人と役立たない人がいる」、「対応時間があればよい」といった意見があ
がった。使ってみたいと思わない（あまりそう思わない 全くそう思わない）は、9.2%で、「時
間がとられる」、「高齢者にはこのリストはわからない」といった理由があがっていた。

質問リストの質問別の設問では、薬剤師はほとんどの項目について 8-9 割の人が質問
（相談）された経験があり、経験が少なかったのは「#16 この地域（町内会、自治体など）
で行われている健康や運動に関する活動やそのグループを教えてくれますか。」37.8%、「#8 
治療を続けながら日々を過ごしやすくするために、何かできることはありますか。（たとえば、
仕事や趣味もしていきたい）」53.5%、「#10 病気や生活で困っていることを聞ける相談先
を教えてくれますか。（たとえば、生活費支援制度、仕事の継続、患者会の紹介）」62.7%
であった。また、いずれの質問についても、質問してほしいと思う人が多く58.4-95.1% で
あった。

3-3　 QPLP の更なる改善と利活用の基盤の構築
開発した QPLP を慶應義塾大学薬学部医薬品情報学講座のウェブサイト上にて提供すると

ともに、本研究の趣旨や意見の収集窓口を付与したサイトを新設し、利活用と意見収集の仕
組みを構築した。（図 2）

４、考察

本研究により、患者参画のもと患者・医療者双方の意見が集約された QPLP が開発された。
開発した QPLP は、薬に直結した質問の「薬について」「薬の飲みかた・使いかたについて」に
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加えて、既存の質問リストにはみられなかった、生活や普段の健康にもわたる広い相談を意識し
た「生活について」「治療について」「健康情報」を含む16 問の質問リストとなった。資材全体と
しての活用可能性調査では、4 割の薬局利用者（患者）および 5 割の薬剤師から活用への意欲
が示され、活用可能性があると考えられた。

各項目別での活用意欲については、薬局利用者では、多い項目でも 4 割であったが、薬剤師
では 9 割程度であり、意欲のギャップが見られた。また、「薬について」および「薬の飲みかた・
使いかた」カテゴリーの質問への質問意欲がより高い傾向であった。

これは、薬局利用者に薬剤師に薬のこと以外も質問してよいことが認知されていないこと、聞
きたくても聞けない薬局の雰囲気など複合的な原因によるものと推察された。

QPLP の資材全体については、患者、薬剤師双方より、文字数が多いといった意見があったこと、
またカテゴリー別では、「薬について」「薬の飲みかた・使いかたについて」への活用意欲が高かっ
たことなどを考慮した短縮版の開発の必要性が示唆された。また、忙しい薬局での導入の難し
さや薬局利用者（患者）の状態により、すべての薬局や薬局利用者（患者）での活用を進めるべ
きものではなく、対象を絞って活用されることが良いと考えられ、活用場面を想定した普及方法
の検討の必要性も示唆された。

QPLP の活用により、薬局において以下のような効果が期待される。薬局や薬剤師にとっては、
会話を拒んでいた患者との対話のきっかけとなるなど、「患者との信頼関係の構築」が促されるほ
か、服薬指導の際に確認すべき事項や副作用の兆候を把握しやすくなることによる「患者の状態
の把握」、生活に即した薬の使い方について相談を受けることでの「患者のアドヒアランス向上」、
さらには「残薬調整やポリファーマシーの解消」、医師との連携や信頼関係の構築、医療情報
の共有の充実による「多職種連携の促進」などが挙げられる。

一方、薬局利用者（患者）にとっては、「薬局に入りやすくなる」「薬剤師に質問してもよいこと
がわかる」「言い出しにくかったことを気軽に話せる」「他の医療者との橋渡しをしてもらえる」「ど
こに相談してよいか分からなかったことへの糸口が見つかる」などの点から、「薬剤師への相談の
しやすさ」が高まることが期待される。また、「健康情報について専門家から意見を聞ける」「地
域の健康イベント等に参加しやすくなる」といった「健康関連情報の入手」、さらに、健康や治療
に関する理解が深まり、それに基づいた行動変容が促されることによる「ヘルスリテラシーの向上」
なども期待される。

このように、薬剤師と患者双方にとっての多面的な効果を通じて、両者間のコミュニケーション
の質の向上が見込まれる。本研究の成果は、これまで主に医師との対話支援に用いられてきた
質問促進リストが、薬剤師とのコミュニケーションにも有用である可能性を示しており、今後の研
究や実践に向けた新たな視座を提供するものである。今後はさらに多様な意見を収集し、QPLP
の改良を進めるとともに、本ツールが患者と薬剤師のコミュニケーション向上に実際に寄与するか
どうかを検証していく必要がある。
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５、まとめ

本研究により、患者参画のもと意見集約された「薬について」「薬の飲みかた・使いかたについて」
「生活について」「治療について」「健康情報」の 5 カテゴリーからなる16 の質問の QPLP を開発
した。活用可能性調査では、4 割の薬局利用者（患者）および 5 割の薬剤師より使ってみたいと
の回答を得た。さらに、QPLP に関するウェブサイトを作成し、改良と普及のサイクル作りに向け
て意見を収集する仕組みを構築した。今後、QPLPにより薬剤師と地域の生活者とのコミュニケー
ションが促進され、薬剤師が、身近な健康に関する相談相手であるという認識が醸成され、両
者の相互理解と信頼関係の構築に資することが期待される。

６、調査・研究発表

早川 雅代 , 木崎 速人 , 柳澤 友希 , 鈴木 信行 , 香川 由美 , 佐山杏子,今井 俊吾 , 堀 里子. 薬
局利用者から薬剤師への質問促進リスト（QPLP）の開発：患者対象フォーカスグループインタ
ビューと修正デルファイ法による検討 . 第 34 回日本医療薬学会年会 .2024.11.4.千葉

早川 雅代 , 柳澤 友希 , 木崎 速人 , 鈴木 信行 , 香川 由美 , 佐山杏子,今井 俊吾 , 堀 里子. 薬
局での患者 - 薬剤師間コミュニケーションの阻害要因 患者の語りから . ヘルスコミュニケーション
ウィーク 2024 in Yokohama2024.9.28. 横浜
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表 1　開発した QPLP

8 
 

表 開発した

薬薬局局利利用用者者かからら薬薬剤剤師師へへのの質質問問リリスストト：：

＜薬について＞

 からだや気持ちに変化を感じています。薬の影響が考えられますか。

 使っていない薬が余っています。どうすればいいですか。

 この薬を使うことに不安があります。効き方や副作用などを詳しく教えてくれま

すか。

＜薬の飲みかた 使いかた＞

 薬を飲み忘れたとき（使い忘れたとき）はどうすればいいですか。

 薬が飲みにくい（使いにくい）です。何かいい方法はありますか。

 薬を飲む（使う）タイミングを守るのが難しいです。どうすればいいですか。

（たとえば、夜勤や外出が多いなど）

 この薬と一緒にサプリメント、健康食品、市販薬を使ってもいいですか。

（たとえば、マルチビタミン、栄養ドリンク、青汁）

＜生活＞

 治療を続けながら日々を過ごしやすくするために、何かできることはあります

か。

（たとえば、仕事や趣味もしていきたい）

 病気にともなう心配ごとについて相談できますか。

（たとえば、不安で眠れない、気分が落ち込む、家族への説明の仕方）

病気や生活で困っていることを聞ける相談先を教えてくれますか。

（たとえば、生活費支援制度、仕事の継続、患者会の紹介）

＜治療＞

検査データを一緒に見てもらえませんか。

（たとえば、気になる検査値や検査項目など）

病院やクリニックで言われてよく分からなかったことがあります。ここでお聞き

してもいいですか。

医師に相談したいことがあります。どう言えば伝わりやすいですか。

（たとえば、治療方針、副作用での困りごと）

他の病院でも私の病気の治療を受けられますか。

＜健康情報＞

気になっている健康情報があります。お聞きしてもいいですか。

（たとえば、新聞広告やウェブサイトにある健康法や治療法）

この地域（町内会、自治体など）で行われている健康や運動に関する活動やその

グループを教えてくれますか。
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　　　　　　　図 1　作成した QPLP の資材
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図 作成した の資材
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　　　　　　　図 2　 QPLP を紹介し、ご意見などを収集するウェブサイト
　　　　　　　　　　https://keio-di.jp/project/post-2042/
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図 を紹介し、ご意見などを収集するウェブサイト




